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木 材 研 究 算6号 (昭26)
品は透明であり淡黄色乃至茶褐色を呈レ,結晶は混入しそ居ない.叉クーペンクインの分類法と
して産地名を附して呼ばれる事もある.
､ タ - ペ ン ダ イ V の 化 学 組 成 -
クーペンクインはテレビン油とコ｡･ホ-ウムの浪合物であり,普通テレビン油15-20%,コ｡






ば,主休は Abietin酸 C19H29CO2Ilであり,其の他 pextropimar酸 C20H3002,L昆vopimar
酸 C2.Hb｡02,Sylvin酸 C2｡H｡0･1,lsosylvin酸~C｡H580｡,Pinabietin酸 C2｡H3｡02,Pyroこ






























実 藤 並 に 糖 果

























′比 重 酸 価
ク ー ペ ン ク･イ ン 1･082 1 23 ′/
テ ル ペ ン 0ー.849 0.4
2009C迄の溜分は 26:1% であった. 0
叉アルコ-ルに溶解せしめて,不純物を測定した所 0.9% の爽雑物を含有して居挺.











其の結晶収量は 62･1gであった. このもりを更に小量のアルコ-ルにて 3回洗推した.其の収
量は 55.5gであった'.斯 くして得られたものがアビェチン酸である. 以上の実験数倍は3回の
平均値である. ク-ペン一夕イン中の 200OC以下の溜分は 26.1% である故,アビェチン酸の含














活性炭素添加蒸溜 無 添 加 蒸 溜
(%) (%)
水 分 8.59 8.5ー4
1500以 下 0.82T 0.81
p1500-170oC_ ll.67 ll.63
1700′-190oC 3.ー4＼5 3.503




long,ユlog,120gを夫 々加え 2000C以上にて5時間加熱した後,液圧蒸溜に附し七 20mmHg
で 260-275OCの溜分を採取し,之をメチル ･アルコ-ル忙溶解せしめて放麓すれば結晶を析出












れ る.この試料中にはアビェテン酸が 62.1% 合有されて居るからアビエチン酸に対する活性衆
索の適量は約 65,90/以上と考えられる.叉アビ:Lチン酸 に対する収率は 8.63% であった.I
蒸溜中に発生するガスとしては CO2,CO,Ii2,CH4が検出された. 故にアビェチン酸 C19
月29CO･iH より活性翼素添加蒸沼に依 り得られるレテン C18班-8の反応機構は次?如 く考えられ
Z).
/-＼ /∵H.
C"H･i9C0- - 芸 〉-qH-く≡〉-く≡〉 十CH4+COz･4H2
cl9H.29CO2H-→C18H18+ CHl + Clo + H20 + 3壬も
上式が主反応で下式が副反応 tI思 わ れ る.
IlV 夕}･-ペンクインの硫黄添加蒸溜
活性翼素を添加して蒸溜せる場合と同様な
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